
 
 

28 ♪⾳
おと

を 形
かたち

にしてみよう♩ 
私

わたし
たちがいつも⽿

みみ
にしている⾳は⽬

め
には⾒えません。その⾒

み
えない

⾳について｢ん？｣と 考
かんが

え始
はじ

めた⼈
ひと

がいました。かの有
ゆう

名
めい

な数学者の

ピタゴラスです。彼
かれ

は、ある⽇
ひ

鍛冶屋
か じ や

の前
まえ

を通
とお

りかかったとき、鉄
てつ

を

打
う

つハンマーの⾳が⼼地
こ こ ち

よく聞
き

こえたり不
ふ

快
かい

に聞こえたりすること

に気
き

づきました。どうして毎回
まいかい

⾳が変
か

わるのだろう？そう考えた彼

と彼の仲間
な か ま

たちは⾳について考え始めたのです。そして彼らが頑張
が ん ば

って⾒つけた⾳のル

ールがピタゴラス⾳律
おんりつ

と呼
よ

ばれるものです。いまからおよそ２６００年前
ねんまえ

のことです。 

ピタゴラス⾳律
おんりつ

ってなぁに？？ 
ピタゴラスたちが⾒つけた⾳のルールは、弦

げん
を弾

はじ
いた時

とき
の⾳の⾼

たか
さの関係

かんけい
が弦の⻑

なが
さの

⽐
ひ

で 表
あらわ

すことができるというものでした。例
たと

えばドの⾳が出
で

る弦を２／３の⻑さにする

とソの⾳になります。このルールは、世界
せ か い

で 最
もっと

も古
ふる

い⾳律として記録
き ろ く

されています。ち

なみにハンマーの⾳が異
こと

なるのは、ハンマーの重
おも

さが違
ちが

うからでした!そして、このルー

ルは平均
へいきん

律
りつ

という周波数
しゅうはすう

を⽤
もち

いて⾳律ができるモーツァルトの時代
じ だ い

（およそ２５０年前）

まで主
おも

に使
つか

われていました。 

注：⾳律
おんりつ

…⾳
おと

の⾼さの関係を 表
あらわ

すもの 

  ⾳階
おんかい

…いろんな⾳
おと

を⽐
くら

べてその⾼
たか

さの 順
じゅん

で並
なら

べたもの 

 

ピタゴラス⾳律をつかって簡単
かんたん

な楽器
が っ き

を作
つく

ってみよう！! 
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